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自己紹介
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• 研究分野は情報学。画像
処理や画像データベース
の研究が出発点。

• データ駆動型サイエンス
に発展し、気象情報、地
球環境情報、人文科学情
報などの分野で研究。

• 最近はオープンサイエン
スにも関わる。



オープンサイエンスとは？
• 「オープン」という言葉を梃子にして、
より良いサイエンス（研究）に変える。

• 「よりオープンに」という方向性を共有
する活動を、一語で束ねることの価値。

• 個々の活動ごとに「オープンサイエン
ス」の実態は異なり、単一の定義は困難。

•大同団結？同床異夢？個々の活動を超え
る新しい目標を示せるかが問われる。
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はじめに
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デジタル台風
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• 台風に関する「あら
ゆる情報」を集約。

• 最新状況の把握と過
去アーカイブの検索
がシームレスに接続。

• 利用実績は年間2千
万ページビュー以上。

• 研究者のみならず、
一般市民も多数利用。
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DIAS：地球環境データ

Potential of Rice Crops 
after Climate Change 

Accumulated 
radar rainfall

Fish eggs and growth
distribution

Visualization Tools

Data Dissemination

River TelemetersHimawari-8 Satellite Weather Forecast GPV Radar Data

Citizen science-based 
observations

1. Climate

3. Agriculture 4. Biodiversity

2. Water

Water ManagementCMIP5 Model Dam Control
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エレクトリカル・
ジャパン

1. 日本最大の位置情
報つき発電所デー
タベース・検索機
能（2018年2月現在
約9,200件）

2. リアルタイム電力
需給データの網羅
的アーカイブ

3. 電力統計データの
多角的なビジュア
ライゼーション

4. 発電所の歴史のア
ニメーション

5. 電力データと気象
データ、為替デー
タなど異種データ
の統合可視化

6. 米国のデータも同
様の方法で可視化



ディジタル・シルクロード

• 人文情報学プロジェ
クト：情報学と人文
学の共同研究による
デジタル人文学。

• データベースや研究
リソース等は、ウェ
ブで一般に公開。

• データの内容を分析
する技術も研究開発。
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http://dsr.nii.ac.jp/



人文学オープンデータ
共同利用センター
CODH http://codh.rois.ac.jp/

• 情報・システム研究機構 データサイエン
ス共同利用基盤施設内に、2017年4月1日
に正式に発足。センター長：北本朝展。

1. 情報学・統計学の技術を用いて、人文
学の研究を革新する。

2. 人文学のデータを用いて、情報学・統
計学の研究を革新する。
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学際領域と同床異夢
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機械

市民

研究
者 オープ

ンサイ
エンス

広げる

深める 増やす

データ駆動型
サイエンス

市民参加型サイエン
ス（シチズンサイエ
ンス）

人間と機械の競争
vs. 人間と機械の協
調（チーミング）

オープンサイ
エンスの共創
トライアド



研究サイクルのオープン化
• 研究の資源となる
データやソフトウェ
アを共有。

• オープンな資源をそ
れぞれの目的に活用。

• 研究の成果となる成
果物を共有。

• オープンに学びあい
つつ仲間を広げる。
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研究資源

研究成果



機械のためのオープン
データ
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NIJL-NWプロジェクト
• 「日本語の歴史的典
籍」約30万点を画像
データ化。

• 日本文化に関する、
初の（？）ビッグ
データ公開事例。

• CODH／NIIは、オープ
ンデータ公開やデー
タの利活用のテーマ
で、国文研と協働。
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http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/



研究者のためのオープンデータ
http://codh.rois.ac.jp/pmjt/
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日本古典籍データセット（国文研所蔵）



ディープアクセスと
データの構造化

•ディープアクセス：古典籍のメタデータ
に加え、内容分析を用いて直接アクセス。

1. 日本古典籍字形データセット：古典籍
の文字情報と座標を構造化。

2. 江戸料理レシピデータセット：料理本
の記述を調理可能なレシピに構造化。

3. 武鑑全集：人物情報や組織情報、地理
情報などを構造化。
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機械のためのオープンデータ
http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

日本古典籍字形データセット
（国文研所蔵・CODH加工）
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日本古典籍字形データセット
http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

• 2016年11月17日に
公開。

• CC BY-SAライセンス
のオープンデータ。

• 翻刻の副産物であ
る文字の座標情報
を、人間と機械を
賢くするための
データとして利用。
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字形画像データ
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人間のための学習データ
• 字形を目で見て
確認できる。

• 学習アプリの素
材にもなる。

• くずし字が読め
る人が増える→
データの利活用
が進む→くずし
字がより広まる。
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変体仮名「あ」



機械のための学習データ
• 現在403,242文字、近日中
に70万文字以上に。ただ
し出現頻度が少ない文字
もあり、十分ではない。

• 座標情報を使えば、個別
の文字より大きい単位で
認識することも可能。

• 変体仮名の字母は区別し
ていない点に注意。

文字種 文字数
に 15,982
の 14,337
し 13,386
て 12,976
と 11,068
を 9,208
は 8,725
り 8,656
か 8,439
な 7,892

3,999文字種 403,242文字
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分割と認識の深い関係
1. 文字を認識するには、文字を分割
しなければならない。

2. 文字を分割するには、文字を認識
できていなければならない。

3. 分割の自動化が必要かどうかで、
問題の難易度は大きく異なる。

4. 分割という難問を回避する文字認
識手法も研究が進んでいる（はこ
だて未来大学の寺沢氏による）
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くずし字チャレンジ！
1. 機械学習（ディープラーニング）：近

年の技術の進展に伴い、難問に再び
チャレンジする機運が生まれてきた。

2. コンペティション型研究：共通のデー
タセットに対して、様々なアルゴリズ
ムを提案し、性能を競い合う。

3. くずし字チャレンジ！：文字認識やレ
イアウト解析などの問題を設定し、機
械がくずし字を読む技術を競う。
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PRMUアルゴリズムコンテスト

https://sites.google.com/view/alcon2017prmu

アルゴリズムコンテストでは具体的
なパターン認識分野の課題を提示し、
課題解決の過程を通じて参加者に研
究の面白さを体験してもらうことを
目指しています。アルゴリズムコン
テストで提示する課題は代表的・基
礎的な研究課題を取り上げますので、
研究室に配属された学生がパターン
認識・メディア理解の技術を学ぶ教
材として、また、授業の課題として
も最適です。
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電子情報通信学会
パターン認識・メ
ディア理解研究会
（PRMU)



コンテストの課題
1. 課題の難易度

• レベル1は1文字
• レベル2は縦方向の3文字
• レベル3は縦横方向の3文字以上

の文字
2. 認識対象の文字

変体かな50種程度、漢字含まず。
3. 評価方法

• くずし字認識の精度
• アルゴリズムの独創性（既存手

法の単純適用は低評価）
• データに対するロバスト性
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コンテストの結果
• コンテストで1位の東京
農工大学 中川研究室
チームは、ベトナム人
が主力。

• コンテストの成果が、
国際会議でもベスト
ペーパー賞を獲得。

• 今年もコンテストを開
催したい。もっと国際
的な規模で。
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http://events.unifr.ch/hip2017/



歴史的文書の文字認識
1. 人文学からのニーズはむしろ高まりつ
つある。マイナー言語のOCRも課題。

2. 完璧に読めればいいが、まず欲しいの
は検索で、最後は人間が読めばよい。

3. 大規模学習データセットの構築が課題。
オープンデータはまだ少ない。

4. ユーザが限られるため、商用化は難し
く、むしろ学術界の貢献に期待が高い。
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フォーマットの共通化
• 国文学研究資料
館が、共通的に
使える基本仕様
をオープン化。

• この仕様に沿っ
てデータを作れ
ば、みんなが学
習データを簡単
に共有できる。
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http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/data_se
t_list.html#section_004



学際領域と同床異夢
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市民のためのオープン
データ

2018/2/23
オープンサイエンスをめざして − 社会と環

境の情報学 − 30



オープンサイエンスの要素
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オープ
ンサイ
エンス

オープンデータ

オープンアクセス

市民科学・クラウ
ドファンディング

研究データ
データ出版
データリポジトリ

コラボレーション・オー
プンイノベーション

オープンピアレ
ビュー

研究の再現性・
透明性・研究
データ保存

超学際研究参加

透明性

協働

共有

メタ研究＝研究（システム）に関する研究



市民のためのオープンデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-cooking/

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

江戸料理レシピデータセット
（CODH制作）

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）を翻案
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じんもんそん2015

http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproje
ct/ideathon.html

http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/report_20
151218.html

2018/2/23
オープンサイエンスをめざして − 社会と環

境の情報学 − 33



アイデアの現実化
1. 2015年12月アイデアソン「じんも

んそん」で料理本の存在を初めて
知り、今回のアイデアを発案する。

2. 2016年1月クックパッドを訪問し、
協力を依頼。

3. 2016年11月24日（和食の日）江戸
料理レシピデータセット公開＋
クックパッドでもレシピ公開。

4. 2017年6月レシピを増やす。
2018/2/23
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江戸料理レシピデータセット
1. 江戸の料理本をデジタル化
2. くずし字を翻刻
3. 翻刻を現代語訳
4. 現代語訳をレシピ化・公開
5. クックパッドでもレシピ公開
6. つくれぽで個人の経験を共有
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1. 江戸の料理本をデジタル化
• 『万宝料理秘密箱（まんぼ
うりょうりひみつばこ）』
初版は1785（天明5）年。

• 「卵百珍」：素材としての
卵一種で100の料理のバリ
エーションを楽しむ。

• 「百珍物」：食べるための
食事から、食を楽しむ生活
への変化という時代背景。
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日本古典籍データセット
（国文研所蔵）



2. くずし字を翻刻

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 是は 大角の 赤干藻一本を 水につけ ほとばかし

2
鍋にいれ 水二合入レて 煎し 布にて 一へん はや
くこし 又鍋へ入レ あつくして

3
たまご十ウを わり込よくよくとき 是も布にて
こし

4
扨右の中へ 黒砂糖を 五十匁 酒すこし入ル 是も
布にてこし

5 此二色を かんてんの鍋の中へ入ル

6
是もすこしづつ 小杓子にて そろそろと かきま
わしかきまわし 入レるなり

7 皆入レてより 又葛粉をすこし 水にてとき入レ

8
扨鍋をぬき 早く折敷にても うちあげ 平めに延
し 入レ物ともに 水に入レ 冷し遣ふ

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
2018/2/23
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3. 翻刻を現代語訳

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 大きな赤寒天を1本水に付けてふやかす。

2 鍋に寒天と水2合（360cc）を入れて煮溶かす。

3
②を一度布で素早く漉し、再び鍋に入れて熱す
る。

4 生卵10個をよく溶き、布で漉す。

5
④の中に黒砂糖50匁（200g）と酒少しを入れ、
布で漉す。

6
⑤を寒天の鍋に入れる。小さな杓子で少しずつ
そろそろと混ぜながら入れる。

7
⑤を全て鍋の中に入れたら、葛粉を水で溶き、
鍋に入れる。

8
鍋を火から上げ、素早く中身を容器（折敷）に
広げ、平たく延ばし、容器ともに水で冷やす。

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
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4. 現代語訳をレシピ化

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 寒天を水につけて、ふやかします。
2 生卵をよく溶きます。
3 溶いた生卵を布でこします。
4 黒砂糖と酒を入れ、溶かします。
5 4を3に入れ、再びこします。
6 鍋に寒天と水（180cc）を入れて煮とかします。
7 6を布などでこし、再び鍋に入れて熱します。

8
7の熱した寒天の中に、5の卵液を少しずつ入れ
ます。

9
全て入れ終えたら、水でといた片栗粉を鍋に入
れてさっと混ぜ合わせます。

10 鍋を火からあげ、中身を容器に入れます。
11 冷蔵庫で、2時間程度冷やします。

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
2018/2/23
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文字と写真による調理手順

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
2018/2/23
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現代の状況に合わせたレシピ
1. 材料の違い：「葛粉」を「片栗粉」へと、

現代でも入手しやすい材料に変える。
2. 道具の違い：「容器ごと水で冷やす」を

「冷蔵庫で2時間程度冷やす」へと、現代
の道具に合わせて変える。

3. 分量の違い：「卵10個」を「卵5個」へと
現代の生活にあった分量に変える。
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現代の文化を反映したレシピに「翻訳」



過去のことば・道具・文化
•卜活卵：蒲鉾を藁の太さ程に切る。
•小豆餅卵：ゆで卵を水飴の中に入れ、表面にく
るりと塗る。

•鶉卵：鶉か鳩か□か雲雀か鴨か、その他どのよ
うな鳥にしても、鳥肉を丁寧によく叩く。

•家主貞良卵：上には、行灯の火皿を乗せ、この
中に灰をうすく引き、火を入れて焼く。
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江戸時代の文化を感じさせる記述から、
過去の生活への想像を膨らませる。



料理研究家の写真
協力：グルメ クッキング ファクトリー
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江戸料理レシピデータセット
1. 翻刻：全107点

2. 現代語訳：翻刻107

点中40点

3. レシピ化：現代語
訳40点中15点（件数と
しては20点）
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http://codh.rois.ac.jp/edo-cooking/

オープンデータ（CC BY-SA）
としてウェブサイトで公開。



クックパッドでもレシピ公開

http://cookpad.com/recipe/4153357
2018/2/23
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クックパッドと日本家政
学会 食文化研究部会が
運営する「クックパッド
江戸ご飯」に参加。

レシピは写真つき、現代
語訳は写真なし。元文献
の記述やCODHページへ
のリンクも加えて公開。



極めて大きな反応
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7317 リツイート 1052 リツイート

https://twitter.com/caille2006/status/80
2575840819089409

https://twitter.com/jouhouken/status/8
01693251052781568



人々の反応の違い

私：「こんど江戸料理
のレシピをウェブサイ
トで公開するんだ。」
相手：「ふーん…」
（関心なし）

私：「江戸料理のレシ
ピはクックパッドでも
公開するんだ。」
相手：「それはいい
ね！」（顔が輝く）
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なぜ人々の顔は輝くのか？
1. クックパッドと聞くだけで、データの

利用方法が自動的に思い浮かぶ。
2. クックパッド形式にデータが整備され

ると、料理の再現性に確信が持てる。
3. 馴染みのプラットフォームに入ると、

「自分たちのデータ」と感じる。
4. クックパッドという現代と江戸料理と

いう過去のギャップに意外感がある。

2017/6/18 大図研オープンカレッジ 48



古いものと新しいもの

古いものに新しいものを継ぎはぎして、
うまくやろうとしていないか。これはオー
プンサイエンスにも通じる問いかけではないか。

聖書「新しいぶどう酒を新しい革袋に入れる」
→「古いものに新しいものを継ぎはぎして、そ
れでうまくやっていけると考えているが、それ
によって古いものをも新しいものをも駄目にし
てしまうようなことをしてはいないのか」
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参考：日本キリスト教会 南柏教会、 新しいぶどう酒は、新しい革袋に、
http://minami-kashiwa.sakura.ne.jp/2015/08/02/704



古いコンテンツを
古いやり方で

• 書籍をデジタル化しても、
アトムをビットに変換し
たに過ぎない。

• 情報の形式は昔のまま。
たとえ翻刻しても、この
点は改善しない。

• 古いもの（本）に新しい
もの（ウェブ）を継ぎは
ぎしただけではないか？
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古いコンテンツを
新しいやり方で

どのプラット
フォームを選
ぶべきか？

新しいプラッ
トフォームの
仕様に合わせ
て、どのよう
に情報形式を
変換するか？
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クックパッドへの「展示」
•たまたま手元にあった
データをアップロード
したのではない！

• 書籍の選定、料理の選
定、手順記述、テキス
ト表現、写真撮影など。

• 最初からクックパッド
への掲載を想定した方
針決定を行っている。
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おわりに
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学際領域と同床異夢
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問い

答え

問い

答え

人文学 情報学
人文学データ・デ
ジタルツール

デジタル人文学



情報学の発想
1. 抽象化：実世界をモデル化し、単純化

して、操作可能な体系とする。
2. 手順化：手順を実際のシステムに落と

し込みながら、対象を深く理解する。
3. 概念化：研究の対象を言語化し、目指

すべき方向やゴールを明確化する。
4. 一般化：同様の抽象化・システム化・

概念化などを、類似対象にも展開する。
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手段と目的の交換
1. 人文学における手段は、情報学におけ
る目的になりうる。

2. 情報学における手段は、人文学におけ
る目的になりうる。

3. 学問Aと学問Bが相補的な関係になれば、
お互いにハッピーになれる？

4. そのためには、相手の価値観を理解し、
尊重する必要がある。
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人々が本当に欲しいもの
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People don‘t want to buy a quarter-inch 
drill. They want a quarter-inch hole!
（人々が欲しいのは、ドリルではな
く穴である）- Theodore Levitt

ドリル＝手段⇔穴＝目的。目的を実現す
るには様々な手段があるが、特定の手段
にとらわれると、最適な手段が選べない。



持続可能性と多様性
1. 一つの分野で成功するには、特定の価
値観に染まったほうが有利。

2. 一つの価値観に染まりすぎると、越境
することは難しくなる。

3. 越境できるオープンサイエンス人材の
育成には、評価軸の多様性が必要。

4. 研究生態系の多様性がオープンサイエ
ンスの持続可能性につながる。
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お知らせ：CODHセミナー
•【第6回CODHセミナー】歴史ビッグデータ
～過去の記録の統合解析に向けた古文書データ
化の挑戦～

•古文書に埋もれた記録を拾い集めることで、過
去の世界の統合解析は進展するか？

• 日時 2018年3月12日（月） 13:30-18:00
• 会場 国立情報学研究所 1208／1210会議室
• 参加申し込み受付中です。
• http://codh.rois.ac.jp/seminar/historical-big-data-

20180312/
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